
　「COP（Conference of the Parties）」と
は、国際条約を結んだ国が集まる会議（締約
国会議）のこと。多様な生き物や生息環境を守
り、その恵みを将来にわたって利用するために
結ばれた生物多様性条約では、10回目の締
約国会議「COP10」が2010年10月、愛知・名
古屋で開催される。
　その国際会議のうちわデザインに、村木さん
の動物デッサンが採用された。デザイン完成の
経緯を彼に聞いた。「高木基充研究室内の作
品制作で何を題材にするか、いろいろ悩んで
いた4年のとき、僕のスケッチブックをパラパラと
めくった高木教授が動物のスケッチをみて『も

う少し手を加えて何種類か動物を描いてきな
さい』と言いました。どんなふうに描けばいいの
か、試行錯誤の毎日。何度も書き直し、高木教
授に提出してはダメ出しダメ出し…。しかしそ
のおかげで、納得のいく動物の絵が描きあがり
ました。ちょうどその時期に『ＣＯＰ10』があり、
展開できないかと高木教授がさまざまなところ
にプレゼンしてくださった結果、今回の採用に
いたりました」と笑顔。
 　「僕は『トラ』がお気に入りです。表情が良
いでしょう。今思うとあのとき、高木教授がスケ
ッチブックを見ていなかったら、この充実感は
得られなかった。常に見守ってくれていた高木

教授にはとても感謝しています」と当時を懐か
しむ村木さんは、最後に「この作品が世に出る
ことによって、絶滅危惧の動物たちのことに関
心や興味を持っていただければ幸いです」と
期待を込めて語った。
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村木翔伍さん
COP10公式うちわのデザインに採用

人　事

新 刊 書 出 版

発行所：社団法人日本技術士会 CPD実行委員会
発行日：2010年3月
定　価：600円（税込）

　本書は、技術士や技術士を目指す人が「技術士の倫理」についての研究に取り組む際の手軽
な入門書テキストとして、社団法人 日本技術士会倫理委員会が企画・編集したものです。現代
の高度技術社会における技術者の職業倫理や、技術士法における技術士等の義務、近年におい
て発生した技術者の倫理問題の事例等を取り扱ったテキストで、第一版は2002年に発行されま
した。しかし、これまで発行してきたものは発行後時日も経過したこと、またその間、技術者
倫理に関する研究も深まってきたこと等を考え、今回は改訂版として全面的な改訂を行い、出
版となりました。

『技術士の倫理』

新年度がスタートしたこの4月。
どうも、例年と雰囲気が違うように思えた。
それもそのはず。過去最多、新入生たちの
“フレッシュ”な表情。この春誕生した、かおり
デザイン専攻の学生たちの“華やか”なオー
ラ。リーグ戦を全勝優勝し、1部昇格も果た
した、女子ハンドボール部の彼女たちの“元
気”な笑顔。
間違いない。大同大学は輝きを増している。

共著：田中秀和 教授
　　　（情報学部 情報システム学科 コンピュータサイエンス専攻）
　　　（社）日本技術士会　倫理委員会

⑱

（2010年 情報学部 情報デザイン学科 メディアデザイン専攻卒業）

●退職 【法人本部・大学】

●昇任【法人本部・大学】

＜事務職員＞（H22.3.31）

＜事務職員＞（H22.4.1）

＜事務職員＞（H22.4.1）

山田忠比古
五島利兵衛
酒造　敏廣
岩間　尚文
三品　善昭
川戸　和英
早川　謙二
茂吉　雅典
太田　福男
田中　裕巳

工学部 電気電子工学科 教授
工学部 建築学科 教授
工学部 都市環境デザイン学科 教授
情報学部 情報システム学科 教授
情報学部 情報システム学科 教授
情報学部 情報デザイン学科 教授
情報学部 情報システム学科 准教授
情報学部 情報デザイン学科 講師
工学部 建築学科 特任教員
教養部 教職教室 特任教員

●採用【大　　学】

横井　健二
杉本　幸雄
定國　伸吾
竹村　明久
久田　晴生
杉浦　正勝
小野　宗憲
岩間　三郎
山田忠比古
五島利兵衛
岩間　尚文
烏野　壽章
早川　謙二
三品　善昭
川戸　和英

情報学部 情報デザイン学科 教授
情報学部 情報デザイン学科 准教授
情報学部 情報デザイン学科 講師
情報学部 情報デザイン学科 講師
教養部 教職教室 教授
工学部 機械工学科 特任教員
工学部 総合機械工学科 特任教員
工学部 電気電子工学科 特任教員
工学部 電気電子工学科 特任教員
工学部 建築学科 特任教員
情報学部 情報システム学科 特任教員
情報学部 情報システム学科 特任教員
情報学部 情報システム学科 特任教員
情報学部 情報システム学科 特任教員
情報学部 情報デザイン学科 特任教員

神﨑　隆男
武藤　　隆
中島　貴光
柘植　　覚
不破　勝彦
並木　浩一

工学部 機械工学科 教授
工学部 建築学科准 教授
工学部 建築学科 講師
情報学部 情報システム学科 准教授
情報学部 情報システム学科 准教授
情報学部 情報デザイン学科 教授

佐藤　修一 大学事務部 教務室 主任部員 特任職員

光田　　恵

二村　俊英

情報学部 情報デザイン学科 教授 併任
工学部 建築学科 教授
教養部 数学教室 准教授

石川　常夫
児玉　鉄男
水野　伸哉
小堺　貴夫
肥田　　聡

総務部 総務室長（部長待遇）
大学事務部 教務室長（部長待遇）
総務部 人事室長（次長待遇）
法人本部 入試・広報室 主任部員（課長待遇）
大学事務部 キャリア支援室 主任部員（課長待遇）

尾形　和哉

小森　和武

萩原　伸幸
齊藤慎太郎

工学部 総合機械工学科 教授 併任
工学部 ロボティクス学科 教授
工学部 総合機械工学科 教授 併任
工学部 機械工学科 教授
工学部 建築学科 教授
情報学部 情報デザイン学科 教授 併任
教養部 保健体育教室 教授

楳田　　浩
野坂　雅英

大学事務部 教務室 主席部員
総務部 総務室 主席部員

＜嘱託職員＞（H22.3.31）
石原　　廣
毛利　志保
勝島　真悟

総務部 総務室
工学部 建築学科
情報学部 情報デザイン学科
  兼 情報学部 情報学科

＜教育職員＞（H22.3.31）

＜教育職員＞（H22.4.1）
＜教育職員＞（H22.4.1）
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入学式 学生の勇姿

平成22年度　入学式
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　大同大学として２回目の入学式を、４月1日
（木）、本学石井記念体育館で挙行した。式
には、９９９人もの新入生たちと、たくさんのご
父母のみなさま、そして教職員が参加。広い
体育館が埋め尽くされた。
　澤岡昭学長による「入学許可」の後、新入
生代表の櫻庭幸哉君（工学部総合機械工学
科機械システム専攻）が力強く宣誓。
　そして澤岡学長が告辞。「自分にとって何
が好きなのか、何をやりたいのか、本当に何が
得意なのかを見つけてください。これが分か
り、得意なことを中心にした生活を始めると毎
日が楽しくなり、自信がついてくるものです。し

かし、自分にとって本当に何が
好きなのかを見つけることは簡
単ではありません。一生懸命や
って、いつまでも飽きがこないこ
と。それが好きなことなのだと思
います。まず考え、そして思うこ
とを存分にやりなさい。一生懸
命やっていると、人生は思いも
かけない方向に展開するもの
です。自分の可能性に賭ける
ことです。多くを経験することに
よって変わってゆく自分に驚く
はずです。諸君、待ち遠しいこ

と、苦しいこと、過ぎてしまえ
ば、時はあっという間に過ぎる
ものです。本日より、四年間の
学部生活、さらに大学院入学
の諸君は二年間の研究生活
が始まります。これからの学生
生活を勉強、研究、スポーツ、
部活、友人とのディスカッショ
ンなどに思いっきりぶつけて、
愉快な青春時代を過ごされる
ことを心より願っています。」と
彼ら彼女たちの入学をこころ
から歓迎した。

　澤岡学長の告辞に続き、奥村博司理事長、
恒川喜平後援会会長と祝辞を述べられ、最
後に学歌を斉唱した。
　入学式終了後は、体育館の外で待ち構え
ていた先輩たちがクラブ紹介と勧誘合戦。今
年は学生会が屋台をオープン。新入生たちを
歓迎した。

学部生949人、大学院生48人、
委託生2人が大同大学の門をくぐる平成22年度　入学式 学部生949人、大学院生48人、
委託生2人が大同大学の門をくぐる

第45回宴祭
翔～舞いあがれ笑いの上笑気流～翔～舞いあがれ笑いの上笑気流～翔～舞いあがれ笑いの上笑気流～

　今年度は、美流輝移仮装行列が中止ということもあり、５月２７日（木）の前夜祭から第４５回宴祭がスタート！

　５月２９日（土）・３０日（日）の本祭は、カラッと晴れた大晴天にも恵まれ、昨年同様多くの来場者を集め、大いに盛り上がった。また、３０日夜

に行われた後夜祭のスペシャルステージには、ＦＬＩＰと地慕里ジャンクションが登場。会場を湧かせた。

　今年のテーマは「翔～舞いあがれ笑いの上笑気流～」。来場者はもちろん、協力してくれた方々、実行委員メンバー等、かかわる全ての人

たちが舞い上がるように楽しみ、笑顔になって欲しいとの想いが込められている。きっとみんなの笑顔が天まで舞い上がったに違いない。

　今年も大学祭と同日（５月２９日・３０日）、春の
オープンキャンパスを開催した。大学説明から始
まり、学科・専攻体験ツアーへ。昨年を上回る数
の高校生、保護者の方々が参加。一年でもっとも
カラフルな大同大学を体感していただいた。

春のオープンキャンパス

大同大学 後援会 第47回定期総会特別対談会
「ぼくはこのように生きてきた
  －日仏ファッションビジネスを通じて－」
澤岡 昭（大同大学学長）×齋藤 統（神戸芸術工科大学客員教授）
　５月３０日（日）、本学Ａ棟１４階交流室で、後援
会 第４7回定期総会特別対談会「ぼくはこのよう
に生きてきた－日仏ファッションビジネスを通じて－」
が開催された。対談者は、本学 澤岡学長と、日本
や海外のファッション産業人材育成を推進し、イッ
セイミヤケ・ヨーロッパ社社長も務めた齋藤さん。

　会は、澤岡学長と斉藤さんの対談に始まり、質
疑応答へ。参加者からの質問にも丁寧に答え、終
始和やかな雰囲気で進行。１時間にわたる対談
会は幕を閉じた。
　澤岡学長による「対談企画」は今回でシリーズ
第２弾。前回に続き、小冊子を制作する。 ▲齋藤さん ▲澤岡学長



大同大学 女子ハンドボール部

4月18日（日）リーグ戦初参戦で、勝利をつかむ！

　4月18日（日）、南山大学体育館等で、平成22年度東海学生ハンドボールリーグ春季リーグ戦（女子2部）が開幕。今回が初参戦
の本学女子ハンドボール部は、南山大学と対戦し、見事勝利した。
　昨年発足時は、部員が集まらずリーグ戦参加を見送ったが、今年は新入生6人が加わり、総勢7人に。しかしハンドボールのフィー
ルドプレイヤーは7人。ぎりぎりのメンバーでむかえた開幕戦。エース飯野典子さん（情報学部 情報デザイン学科 スポーツ情報専
攻1年）のケガにより、プレイヤーは6人。いきなりのピンチも、リーグ規定で5人いれば試合は成立するため、棄権せず、参戦。
　試合は、序盤南山大学にリードされるも、徐々に落ち着きを取り戻した彼女たち。前半を2点リードで折り返した。後半はDFがよ
く踏ん張り、チーム創部初戦を勝利。
　24歳以下（U-24）の女子日本代表のヘッドコーチも務める齊藤慎太郎監督（情報学部 情報デザイン学科 スポーツ
情報専攻 教授）は「目標は2部優勝。入れ替え戦に勝ち、1年で1部に昇格したい」と部員とともに、明確な目標を掲げて
いる。
　試合前から、本学女子ハンドボール部のデビューは、讀賣新聞や中日スポーツに掲載されるなど、マスメディアも注
目。そんななか、彼女たちは堂 と々プレーした。学内外より、今後の活躍が期待されている。
【4月18日の試合結果】
大同大学　21 - 12　南山大学

5月5日（水）全勝優勝をかけ、5.16本学体育館で決戦

　4月18日（日）、平成22年度東海学生ハンドボールリーグ春季リーグ戦（女子2部）が開幕。本学女子ハンドボール部が初参戦
した。
　2年6人、1年1人、総勢7人の本学女子ハンドボール部。初戦は本来のフィールドプレイヤー7人に1人足りない6人のメン
バーで挑み、見事勝利した。
　その後、7人全員がそろったが、メンバー入れ替えのできない非常に厳しい状況は続いた。
しかし、キャプテン小林智美さん（情報学部 情報デザイン学科 プロダクトデザイン専攻2年）が
引っ張るチームは、初戦の勢いそのままに勝ち続け、現在6勝0敗で1位。
　5月16日（日）、本学石井記念体育館での最終戦、全勝優勝に挑む。がんばれ、女子ハンドボール部！！

【試合結果】
5月1日　大同大学　35 - 12　岐阜聖徳大学　 
5月2日　大同大学　37 - 15　愛知大学　 
5月3日　大同大学　21 - 15　名古屋市立大学　 
5月4日　大同大学　29 - 08　常葉学園大学　
5月5日　大同大学　35 - 04　日本福祉大学

5月16日（日）おめでとう、全勝優勝！

　平成22年度東海学生ハンドボールリーグ春季リーグ戦（女子2部）でデビューした本学女子ハンドボール部。1・2年生のみ、
総勢7人で挑んだ全7戦。見事、本学石井記念体育館で全勝を果たし、優勝を勝ち取りました。おめでとう！なお、優秀選手に小
林智美さんが選ばれた。
　たくさんのご父兄、地域の方々、学園関係者の目の前で輝きをみせた彼女たち。次は、5月23日（日）12時40分、名古屋市露橋
スポーツセンターで開かれる1部2部の入れ替え戦で再び輝く。がんばれ！

【試合結果】 7勝0敗　全勝優勝
5月16日　大同大学　39 - 05　皇學館大學

5月23日（日）おめでとう、1部昇格！

　平成22年度東海学生ハンドボールリーグ春季リーグ戦（女子2部）でデビューした本学女子ハンドボール部。
1・2年生のみ、総勢7人で挑んだ全7戦。見事、リーグ戦の最終戦、本学石井記念体育館で全勝を果たし、優勝を勝ち取った。
5月23日（日）、名古屋市露橋スポーツセンターで開かれた、1部2部の入れ替え戦。
　ご父母の皆様、桜花学園高校の生徒たち（飯野さんの出身高校）、本学男子ハンドボール部、卒業生、教職員らの大声援も
あって、選手たちはハツラツとプレー。見事、目標としていた1部昇格を果たした。
　今後もさらに高い目標に向けて努力精進していきたいと話す彼女たちの活躍に注目だ。

【1部2部入れ替え戦】　1部昇格

5月23日　大同大学　36 - 16　日本ウェルネス専門学校

大同大学 女子ハンドボール部大同大学 女子ハンドボール部
リーグ戦初参戦、全勝優勝、そして1部昇格への軌跡。

学生の勇姿 学生の勇姿
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吹奏楽団

柴田学区で交通安全パレードに参加！

環境デーなごや
２０１０春の地域行事
クリーンキャンペーンに参加

ダンス部

「第３６回 旧七帝国大学学生舞踏選手権大会」で活躍！

　毎度、本学ダンスの活動に対しまして、日頃
から何かとご配慮頂きましてありがとうございま
す。本学ダンス部の部員は現在、１年生３名、２
年生１名（全員男性）で活動しています。 
　先日行われました「第３６回旧七帝国大学学
生舞踏選手権大会」の結果をご報告します。 
　出場大学は、旧七帝大すなわち北海道大
学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都
大学、大阪大学、九州大学の競技ダンス部の
メンバーです。本学ダンス部は、名古屋大学舞
踏研究会の一員として参加しました。競われた

種目は、学生競技ダンスとして日ごろ行っている
８種目（ワルツ、タンゴ、スロー・フォックス・トロット、
クイック・ステップ、ルンバ、サンバ、パソドブレ、
チャチャチャ）です。 
　今後とも応援よろしくお願いします。

開催日時：３月１４日 
開催場所：大同大学体育館 
新人戦の部（１年生のみ出場）
松村　光君（工学部 ロボティクス学科１年※） 
　ルンバの部５位 
池富勇輝君（工学部 電気電子工学科１年※） 
　総合８位 
団体戦の部（全学生が出場） 
岩田宗也君（工学部 ロボティクス学科２年※） 
　フォックス・トロットの部１２位（上級生を除けば５位） 
　チャチャチャの部で１２位（上級生を除けば７位） 
※出場当時の学年

　5月16日（日）、柴田学区からの依頼で、本学
吹奏楽団が交通安全パレードに参加した。
　パレードは、柴田小学校をスタートし、大同病
院、大同町駅、本学を通り学区を一周して柴
田小学校へ戻ってくるという道のり。
　およそ200人がパレードに参加し、交通安全
を呼びかけ事故件数が少ない柴田学区に一
役買った。
　大同大学吹奏楽団は、地域の方に喜んでも
らえるよう、柴田商店街が8月に開催する七夕
まつりでも演奏する。

　『環境デーなごや2010　春の地域行事「市
民・事業者エコキャンペーン」』の一環として毎年
実施されている「クリーンキャンペーン」が６月１２
日（土）、本学で行われた。
　今年も200人を超える学生・教職員が参加。最
高気温30度を越す晴天の中、およそ２時間、大
学周辺の清掃活動を行った。

顧問：三品喜昭
（情報学部 情報システム学科 情報ネットワーク専攻 特任教授）
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西堀賢司研究室・尾形和哉研究室・橋口宏衛研究室
（工学部 総合機械工学科 ロボティクス専攻）

「ロボカップジャパンオープン2010大阪」で3位入賞！
磯谷賢児君・北出貴子さん・佐久大祐君・佐竹治紀君（工学部 建築学科 インテリアデザイン専攻３年）

有賀聡紀君・中川慎也君（工学部 ロボティクス学科２年）
「ロボファイト11」ＳＲＣ（小型機）部門で優勝＆３位入賞！

DAIDO CAMPUS No.71 DAIDO CAMPUS No.71

　ロボット研究部は、５月２２日（土）に大阪産
業創造館で開催された２足歩行ロボット全国大
会の「ロボファイト 11」に参加し、 有賀君が見
事ＳＲＣ（小型機）部門の１.８kg 以下級で優勝
した。

　有賀君のロボット“ふぁんた”は、２１台のロボッ
トによるトーナメント試合で勝ち残り、見事優勝！
準決勝で有賀君に敗れた中川君のロボット「さ
なーる・ミ☆」も３位入賞を果たした。
　今回の優勝は、ロボファイト８（２００８年１１月）

優勝の大竹章司君（工学部 ロボティクス学科
４年）、ロボファイト９（２００９年５月）優勝（２階級）
の松原広司君（工学部 ロボティクス学科４年）
と小出真澄君（工学部 ロボティクス学科４年）
に続く快挙となった。

創造製作センターおよび情報システム学科で実習講座を体験
タイ国からTNI学生12人が本学に短期留学
　本学と学術交流協定を結んでいる
Thai-Nichi Institute of Technology（泰
日工業大学 以下TNIと記載）から12人の学
生と引率教員1人の総勢13人が3月8日から3
月28日までの21日間本学に短期留学し、創造
製作センターおよび情報システム学科で実習
講座を体験した。
　TNIはタイの産業を支える中堅技術者養
成を目指して2007年6月にタイ・バンコクに設
立された工業大学で、本学をモデルとして設
備の充実を図ってきており、これからの発展
が期待されている。
　TNIは日本のものづくり文化に非常に高い

関心を示しており、TNIにおけるものづくりの
基盤を高めるために日本のものづくりの基本
を体験させてはどうかとの本学の提案にTNI
が応える形で今回の短期留学による実習体
験講座が実現した。
　創造製作センターでは溶融成型加工、接
合加工、手仕上げ加工、CNC加工、MC加工
技術を習得し、情報システム学科ではコン
ピュータ制御技術を体験した。
　留学生たちは本学での実習体験以外に、
トヨタ自動車工場見学、名古屋工業大学見
学をし、その他実習時間外や休日等休みを
利用して大須散策、名古屋城見学等の観光

を楽しんだ。待望していた桜の花も見ることが
でき、大いに日本文化に触れた感激から、「も
う1度日本に来たい」と言い残してセントレアを
後にした。

日本塑性加工学会賞功労賞を受賞
　松居先生（元工学部機械工学科教授）の
長年にわたる板材プレス成形に関する研究開
発と学会活動への貢献が、社団法人日本塑

性加工学会に認められ、5月28日（金）、日本塑
性加工学会賞功労賞が授与された。

松居正夫 キャリアアドバイザー（キャリア支援室）

　５月２日（日）～４日（火）に大阪工業大学で開
催された「ロボカップジャパンオープン２０１０大
阪」に、本学のロボカップチーム（西堀研究室・
尾形研究室・橋口研究室）が出場した。
　ロボカップとは、２０５０年までにヒューマノイド
ロボットが人間のワールドカップサッカー優勝
チームに勝利することを目指して、ロボット工学

や人工知能の研究を推進することから始まっ
た国際プロジェクト。今回の大会には、国内外
から２２５チーム７７２人が参加した。
　本学のロボカップチームは、人間のサッカー
の試合と同じように、自分で考えて動く自律移
動型ロボットを使った競技形式で行われる「ロ
ボカップサッカー」に出場。縦横５０cm未満のロ

ボット５台でチームを構
成し、１８m×１２mの
フィールドで試合をする
「中型ロボットリーグ」
と、自律型２足歩行ロ
ボットによる試合で人間
のサッカーにより近い競
技となる「ヒューマノイ
ドリーグ」の２リーグに
登場した。
　「中型ロボットリー
グ」のロボットには、
フィールド上を駆けめぐ
るための移動機構や
ボールを蹴るための
キック機構を持ち、ボー

ルやゴール、味方や相手を判断するためのセン
サを搭載。今回は、色なしゴールに対応するよう
新たに改造したロボット５台で出場し、見事３位
入賞を果たした。また、「ヒューマノイドリーグ」に
は、ステレオカメラと画像処理を装備した小型
歩行ロボット３台で出場。予選を見事通過し、準
決勝まで駒を進めたが敗退。しかし、大健闘の
４位入賞という結果を残した。
　今大会で、全国レベルの力を発揮した本学
ロボカップチーム。今後ますますの活躍が期待
される。

　６月１２日（土）名古屋工業大学で、加藤客員
教授が会長を務めるＭＥＳＨ（環境提案協会・
中部）主催の「第７５回ＭＥＳＨ環境デザインセ
ミナー」が開催された。
　このセミナーは、主にインテリア・建築・環境・プ
ロダクトなどを学ぶ学生と若いデザイナーを対
象として実施。今回は２部構成となっており、１
部はインテリアデザイナーの富樫克彦氏による
「インテリア・建築そして街へ」の講演、２部は
「学生プレゼンテーション」が行われた。
　学生プレゼンテーションには、本学 工学部 建
築学科 インテリアデザイン専攻より３年生４人が
参加。３年前期の設計課題である『Ｍａｃ テーマ・
ディスプレイデザイン』を、磯谷君「破壊×自然再
生力」、北出さん「禅」、佐久君「薄さ」、佐竹君
「遊空間」と題し、参加者およそ１００人の前でプ
レゼンした。

（副学長 井上茂樹 記）

加藤和雄客員教授が会長を務めるＭＥＳＨ主催
「第７５回ＭＥＳＨ環境デザインセミナー」で発表！

クラブ委員会主催

「第１５回 クラブ対抗ボウリング大会」開催
　６月１２日（土）、名古屋グランドボウルにて「第１
５回 クラブ対抗ボウリング大会」が開催された。
　午前中に行われたクリーンキャンペーンの疲
れも見せず、30チーム総勢90人が参加。バスに
乗り込み、会場へ。大会は、関谷昌久学生部長
の始球式からスタート！２００を越すハイスコアも
記録し、終始笑顔の溢れる大会となった。
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　国際宇宙ステーションの日本実験棟「きぼ
う」の利用計画に３０年前から携わっている澤
岡学長が、宇宙開発にかかわる夢のある話や
星空に情熱を掲げた人たちのエピソードをつ
づる「宇宙は手の届くところに」が、昨年６月よ
り中日新聞で連載されている。
　４月に掲載されたミッション11「ママさん飛

行士の話」では、４月に無事帰還したスペース
シャトル「ディスカバリー号」乗組員の女性宇
宙飛行士 山崎直子さんを紹介。宇宙飛行士
でありながら一児の母親でもある苦労や、夫
である大地さんを始めとする周りの人々の支
えなど、表舞台からは見えない部分も伝えて
いる。

　「宇宙は手の届くところに」は、５月に掲載の
ミッション12で１年を迎えました。当初、連載は
１年間の予定でしたが、好評のため今後もし
ばらく続くことになりました。
　毎月第４木曜日に掲載されます。ぜひご覧く
ださい。
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澤岡 昭 学長
中日新聞連載
「宇宙は手の届くところに」

ミッション１
２００９年６月２５日掲載

ミッション２
２００９年７月２３日掲載

ミッション３
２００９年８月２７日掲載

ミッション４
２００９年９月２４日掲載

ミッション５
２００９年１０月２４日掲載

ミッション６
２００９年１１月２６日掲載

ミッション７
２００９年１２月２４日掲載

ミッション８
２０１０年１月２８日掲載

ミッション９
２０１０年２月２５日掲載

ミッション１０
２０１０年３月２５日掲載

ミッション１１
２０１０年４月２２日掲載

ミッション１２
２０１０年５月２７日掲載

　４月２日（金）、東海ラジオ「モーニングあいラ
ンド」の最終回に澤岡学長が生出演した。８年
間続いた番組の最終回、今まで準レギュラーと
して何度も出演してきた澤岡学長に、「ぜひ出
演を！」とパーソナリティ小島一宏さんからの熱
いお誘いもあって出演することとなった。
　澤岡学長は、日本人女性としては２人目とな
る宇宙飛行士の山崎直子さんを乗せたスペー
スシャトル「ディスカバリー」が５日に打ち上げと
いうことで、ママさん宇宙飛行士への期待や、

国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）に長期滞在中の
野口聡一宇宙飛行士らが食べている宇宙食
の話などを笑いも交えながら話した。また、５月
に種子島から打ち上げ予定の金星探査機「あ
かつき」についても紹介。日本の得意とする“無
人で遠くへ遠くへ飛ばす”技術と、外国が持っ
ている技術とを合わせこれからもっともっと発展
してほしい、と期待を込めた。
　最後に、「澤岡さんはいつ頃宇宙へ行く予定
ですか？」との質問に、「現在の最高齢宇宙飛

行士は７７歳のジョン・グレンさん。私はまだ７１
歳なので、今行っては世界一になれない。だか
ら７７歳ちょっと過ぎくらいに行く予定！」と学長
の“夢”を答えた。
　また、８日（木）には、ＴＢＳ「ひるおび！」にもゲ
ストとして生出演。国際宇宙ステーションでの山
崎さんの役割や、現在の滞在している場所な
ど模型を使って説明をした。

東海ラジオ「モーニングあいランド」最終回
CBC「ひるおび！」生出演



　平成１４年から８年間、東海市教育委員会で
委員長を務めた水野教授に、多年にわたり東海
市教育委員会委員として教育行政の発展に尽
力し、その功績は多大であるとして、東海市長よ
り感謝状が贈られた。
　水野教授が委員長を務めた東海市教育委
員会では、平成１５年度から市内小中学校にお
いて、教師の資質向上と児童生徒の学力向上
に向けた研究実践に取り組み、平成１６年度に
は、市内全ての学校・校区が文部科学省の研究

指定を受け、「授業改革に挑む」をメインテーマ
とした研究発表会を開催。その後、これまでの取
り組みを総括し、ありのままを記録したいとの思い
で、東海市教職員会を発行母体とする『授業改
革に挑む』を出版。前向きに授業改革に挑戦しよ
うとする教師の姿、学校の姿をありのままに記録
した。
　そして「授業改革に終わりはない」という方針
のもと、「さらなる授業改革に挑む」をテーマに、
平成１８年度の中間発表、平成２０年度の教育

実践総合発表会へと引き継がれた。
　今回の授与は、これらの取り組みによるもの。
　６月１４日（月）、東海市役所において授与式が
行われた。

　６月２７日（日）から７月４日（日）まで、ハンガ
リー・ニーレジハーザで開催される世界学生ハ
ンドボール選手権の男子代表チーム監督に佐
藤准教授、女子代表チーム監督に齊藤教授
が就任した。この大会には男子１1ヶ国、女子

7ヶ国が出場する。
　また、本学の卒業生 森光勇太さん（2009年
機械工学科卒業／豊田合成ハンドボール
チーム所属）も代表選手として参加。活躍が期
待されている。
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　４月６日（火）の中日新聞に、西堀教授らが開
発中の“有松・鳴海絞り工程を手掛ける装置”の
記事が掲載された。
　職人不足や高齢化で技術継承が深刻な課
題となっている「有松・鳴海絞」。西堀教授の研
究グループは、熟練の技に代わり、自動で絞り
工程を手掛けるロボットを開発した。
　開発したのは、布をシリコン製キャップに押し
込む装置。本来なら職人が下絵の模様に合わ
せて布を丹念にくくるが、その工程をロボットが
行うことになる。熟練技による美しい模様を再

現するため、押し込みの力や速度を
調整。また、発光ダイオード（ＬＥＤ）で
布を押し込むポイントを照らしたり、布
の位置を固定する機能を設けたりと、
作業の機能性も高めている。
　しかしまだ試作段階でもあるこのロ
ボット。「複数のキャップを同時に装着
できるようにしたい」と今後の改良点を
話す西堀教授は、既に特許申請は済
ませ、2011年度の実用化を目指して
いる。
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西堀賢司 教授 （工学部 総合機械工学科 ロボティクス専攻）

開発中の「有松・鳴海絞ロボ」
中日新聞に掲載

水野義雄 教授 （教養部 保健体育教室／情報学部 情報デザイン学科 スポーツ情報専攻）

東海市長より感謝状

齊藤慎太郎 教授・佐藤壮一郎 准教授
（情報学部 情報デザイン学科 スポーツ情報専攻／教養部 保健体育教室）

世界学生ハンドボール選手権に
男女U-２３日本代表チームの監督として出場

稲熊幸雄 教授 （工学部 電気電子工学科）

「社団法人 計測自動制御学会中部支部 功労賞」受賞

　5月10日（月）、土木学会中部支部総会で、鷲
見准教授が土木学会中部支部技術賞の表彰を
受けた。受賞対象は、平成21年度土木学会中部
支部研究発表会での発表「2009年8月兵庫県
佐用町豪雨災害に関する調査報告」。多くの被

害を出したこの災害の2日後に現地入りし、現地
調査したこと。また災害、特に豪雨時の避難に関
する詳細な時間経過について検討したことなど、
防災上に貢献する調査報告であると、高い評価
を得た。

鷲見哲也 准教授 （工学部 都市環境デザイン学科）

「土木学会中部支部技術賞」受賞

佐藤達生 教授 （工学部 建築学科）

サン･マールでの出会い
　ゴシック建築の重要なある特質を歴史的に証
明するため、２００５年から毎年２～３週間ほど、
フランス北部に散在する教会堂の特定部分を、
実測調査しております。対象となる教会堂は１４
０棟程度ですが、その多くは、これまで建築史
の表面に浮上したことのないような小規模なもの
ばかりです。それらの教会堂の規模の小ささは、
教会堂の存在する町や村の規模の小ささにも
表れています。幼稚園の２階に役場が間借りし
ているという村もありましたし、週に１日か２日、
それも半日しか役場が開かないような村は普通
で、人口５００人に満たない村もめずらしくありま
せん。どの町村（コミューンという）もそうですが、
フランスのコミューンは、日本の町村と違い、あ
たかもテーブルの上に撒き散らされた胡麻粒の
ように、それぞれが小さくまとまって田園のなか
に点在します。
　そのような村の一つに、サン･マールという村
があります。パリの北西１５０km ほどの、周囲
を麦畑に囲まれた小高い丘の上にある、人口１
２１人という非常に小さな村です。私は教会堂
の調査をスムースにおこなうため、事前に町村
の役場に手紙を出し、調査の許可を得ることに
しております。梨のつぶての役場もありますが（そ
の場合にはパリ在住の文化財保護官を通じて
連絡をとってもらいます）、なかには地元の歴史
家を紹介してくれたり、文献資料を集めておい
てくれたり、対応はおおむね好意的です。サン
･マールの場合（２００９年７月３１日に調査）は、

ミシュリーヌ・ルクーという村長さんが、私の訪
問に大喜びで、フランス北西部をエリアにもつ
新聞 l’ Union（『リュニヨン』：発行部数１０万
部／日）の若いジャーナリストを呼んで、待ち構
えておりました。
　その結果が、８月３日付けの記事です。ソワッ
ソンという大聖堂のある町を中心とする地方の
欄に載ったものです。記事の見出しは、「教会
堂の上に日が昇る！」。少々大げさな、恥ずか
しくなるようなタイトルですが、記事の中で日本を
「日の昇る国」とたとえていることから、このよう
なタイトルになったのだろうと想像します。写真
の説明はこうです、「大学教授は、石工のよう
に教会堂の円柱を計測した」。記事は、「大変
遠い国から来てこの村の至宝のような教会堂に
興味をもつスペシャリスト」との、「滅多にありそ
うもない出会い」に喜びを隠さない村長の言葉、
などを中心にまとめられております。私にしてみ
れば多くの町や村の一つにすぎないのですが、
村長さんにしてみれば、このような小さな村に日
本人が仕事で来るなどというのは、一生に一度
あるかないかのできごとで、大変な驚きだったの
でしょう。大げさな見出しも、分かるような気が
します。「･･･調査が終わり、お茶に招かれ楽し
い時間を共にした後、日本の大学教授は、トヨ
タのレンタカーに乗ってソワッソンに戻っていっ
た。･･･サン･マールの建築は、彼がフランスの
旅路の最後に訪れた教会堂であった。帰国し
たら彼は、調査の成果をゴシック芸術の論文と

してまとめることになっている。サン･マールでは
早くも、そのフランス語訳を待っている」。と、
記事は締めくくっています。
　そそっかしい記者なのか、文中私の名前
Tatsuki をすべて Satsukiと誤記しているのが
ちょっと残念ですが、サン･マールでの人 と々の
出会いは、昨年の調査の懐かしい思い出です。
（調査の成果が論文にまとまるのは、かなり先の
ことになりそうですが。）

　社団法人 計測自動制御学会（SICE）中部支
部が主催する「平成21年度 中部支部 第40期 
支部賞」の功労賞に稲熊教授が選ばれた。

　この賞は、社団法人計測自動制御学会
（SICE）中部支部の設立40周年を記念して、中
部支部に永年にわたり貢献した個人に対し、そ

の功労を称え賞したもの。稲熊教授も、永年にわ
たり支部の発展に尽くし貢献したとして受賞の
運びとなった。

（佐藤達生 記）

▲Saint-Mard
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大活躍
杉本幸雄 准教授 
（情報学部 情報デザイン学科 メディアデザイン専攻）

中映協映像コンテスト
で大賞受賞
　5月14日（金）に開かれた、「第8回中映協映像
コンテスト」で、杉本准教授が制作にかかわった
発見！人間力『三河サムライの挑戦』（メ～テレ
発テレビ朝日系全国ネット放送）が、番組部門の
大賞に輝いた。
　世界的な不況のなか、自動車産業が盛んな
愛知県三河地方も一気に景気が悪化。こうした
なか三河地方にある岡崎市では地元の会社を
中心に異業種が一体となった地域ブランド「サム
ライ日本プロジェクト」を結成。岡崎市は徳川家
康生誕の地として栄え、八丁味噌、花火、和ろう
そくといった伝統地場産業が残っている。「地域
に埋もれた昔からある名産品を世に送り出し、地
域を元気にしよう！」と三河地方の名産品を、三
河らしくサムライを意識したデザインの「サムロッ
ク」というブランド商品へと新装し、全国へ発信。
この番組は、前に進もうと奮闘する現代のサムラ
イたちを追いかけたもの。
　『三河サムライの挑戦』は11月18日（木）、千葉
の幕張メッセ国際会議場で開かれる「全映協
フォーラム2010」に出品され、各地域から選ばれ
た作品と合わせて上映。グランプリを狙う。

澤岡　昭 学長
田中秀和 教授 （情報学部 情報システム学科 コンピュータサイエンス専攻）
田中教授が幹事を務める
「岐阜県技術士会 平成２２年度 総会」で
澤岡学長が特別講演

渡部裕子 講師 （情報学部 情報デザイン学科 メディアデザイン専攻）

『名人-nabito-』創刊号に
掲載される
　６月１１日（金）、中部経済新聞社が『名人
-nabito- Vol.1』（２,１００円）を創刊。
　書家・アーティストとしても活躍している渡部
先生が掲載された。
　『名人』は、名古屋で活躍するさまざまな分
野（デザイナー、タレント、職人、クリエイター、
野球選手、研究者・・等）の方々の詳細な
個人データや作品の紹介から、趣味などに毎

月費やす金額ま
で紹介した書籍。
　創刊号表紙の
題字は渡部先生
が揮毫した。

横山弥生 教授 （情報学部 情報デザイン学科 プロダクトデザイン専攻）

グループ展「HARMONY2」開催
　出身大学である武蔵野美術大学のＯＧアー
ティスト達とＮ.ＹのチェルシーにあるThe 
International Center in ＮewＹorkで2月26日
（金）から3月11日（木）まで展覧会を行いました。
チェルシーはＮ.Ｙで最も斬新なギャラリー街で、
世界中から最新の作品が集まります。
　私は以前から作り溜めていた作品を14点出
品しましたが、「DAILY SUN N.Y」、「週間ＮＹ

生活」、「ＮＹジャピオン」など地元の新聞に展覧
会の情報が掲載されたため、初日から多くのギャ
ラリーのオーナーが集まりました。
　また、ニューヨーカーはアートにたいへん興味
があるので、大雪の中を来場し、熱心に作品を見
入っていました。やはり作品の見方が日本人とは
異なり、海外での展覧会は良い刺激でした。来
年はＮ.Ｙで個展をしたいと思っています。

光田 恵 教授 （情報学部 情報デザイン学科 かおりデザイン専攻）

TOKYO FM「シナプス」に電話生出演
　５月２０日（木）、やまだひさしさんがメインパー
ソナリティを務めるTOKYO FM「シナプス」（月
～木13：00－16：00放送）に光田教授が電話で
生出演した。
　身近なようで詳しいことはあまり知られていな
い“におい・かおり”についての特集コーナーに、
日本の“におい・かおり”研究の第一人者である

光田教授がフューチャーゲストとして招かれた。
　“汗のにおい”が気になるこれからの季節、光
田教授は、「“汗のにおい”と言われ、不快に感じ
る人も多いかもしれないが、本来、汗自体は無
臭。身体の微生物の活動によって汗がにおいを
発生するメカニズムです。汗のにおいが気にな
る人は、まずは身体を清潔に。制汗スプレーなど

は、汗をかく前の清潔な状態で使うのが効果
的！」とアドバイスをした。
　また、アロマの心理的影響、各家庭における
においの違いの話や、においの基準など今後
の研究課題についても話した。

　ちゅうぶの土木『Ｍｕｇｅｎ』Vol.13（発行：社
団法人日本土木工業協会中部支部）の“キャ
ンパス訪問”コーナーに、棚橋秀行研究室が
紹介された。
　汚染地盤の浄化を研究テーマに取り組ん
でいる棚橋研究室では、今後問題となるであ
ろう、機械工場で用いられる機械油などによ
る汚染地盤を浄化する方法を開発中。日本で
はまだ有効な技術は確立されていない分野
だけに、期待も大きい。新しい方法を開発する
には、観察力を養い、頭をフル回転させなけ
ればならない、と棚橋准教授。それが学生た
ちの仕事力を鍛えるトレーニングになっている
そうだ。
　また、棚橋研究室の鹿島健司くん（４年

※）、清宮崇寛くん（４年※）、山田智之さん（修
士１年※）ら３人のインタビューも掲載。この４
月から建設会社に勤務している清宮くんは、
「将来は、研究室で学んだ汚染された土壌の
浄化にかかわる仕事がしたい」など将来の夢
を話した。

ちゅうぶの土木『Ｍｕｇｅｎ』で紹介
工学部 都市環境デザイン学科工学部 都市環境デザイン学科工学部 都市環境デザイン学科

※インタビュー当時の学年

　５月８日（土）、岐阜市生涯学習拠点「ハートフ
ルスクエアーG」で、田中教授が幹事を務める「岐
阜県技術士会 平成２２年度 総会」が開かれた。
総会は田中教授の挨拶から始まり、平成２１年度
の事業報告や平成２２年度に向けた活動方針な
どが話し合われた。

　その後行われた特別講演では、澤岡学長が
登場。「日本の技術で日本人を宇宙へ！」と題し、
今話題の宇宙の話を講演し、会場を盛り上げ
た。

（横山弥生 記）
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　4月1日より機械工学科に着任しました神﨑で
す。3月まで千葉県我孫子市にある(財)電力中央
研究所に勤務し、発電所の環境アセスメントなど
で実施される大気拡散予測に関する研究を
行っていました。専門分野は流体力学の中でも、
大気中や海洋中での移動現象を対象とする環
境流体力学です。大同大学では、おもに流体力
学に関する講義を担当します。流体力学は、機
械工学科で習う４大力学にも挙げられる重要な

科目です。学生の皆さんが流体力学を通じて、
技術者としての工学的センスを習得できることを
目指して講義に取り組んでいます。また、学生時
代のメリットである、時間があることを最大に利用
して、学生の皆さんが“よく遊び、よく学び”を実践
し、記憶に残る学生生活を過ごし、卒業研究や
講義を通じて、これからの産業界を担う逞しい技
術者として社会へ飛び出すまでのサポートに尽
力したいと思います。

教員新任教員新任 教員新任教員新任

神﨑隆男 教授 工学部 機械工学科

　２０１０年４月より建築学科に着任いたしました
武藤隆です。建築やインテリアデザインの視点か
ら、美術館、ギャラリーなどの展示空間や、展覧会
の会場構成、あちこちで行われているビエンナー
レやトリエンナーレなど屋外や美術館外での展覧
会などの研究をしています。また実際の空間の計
画や設計も行い、今年、開催される「あいちトリエ
ンナーレ2010」では、全体の会場構成などを担当
します。建築やインテリアデザインと美術は、非常

に近い存在でありながら、それらを結び付けられ
る人が少ないのが現状です。現代美術は壁面だ
けでなく、インスタレーションや映像、パフォーマン
スなど様 な々表現があり、旧態然とした空間では
展示が難しくなってきています。それらを調査した
り分析したりして、今までにどんな空間が使われ
てきたか、これからはどんな空間が必要になるか
を、研究と計画とで検証し、建築やインテリアデザ
インと美術を結びつけたいと思っています。

　はじめまして。４月に建築学科に着任しました中
島貴光です。専門は建築設計で、本学科では主に
インテリアデザイン専攻の授業を担当しております。
　「インテリアデザイン」とは、相応しい日本語訳がな
いことからもわかるように、まだまだ専門領域として
新しい分野です。狭い意味では室内装飾を指すこ
ともありますが、無論それだけが専門性ではなく、
もっと広く「人間のための空間」について考えること
に意義があると思います。私自身、出自を藝術大学

の建築科に持ち、舞台装置やインスタレーションな
ど、狭義での建築・インテリアに捕われない空間制作
の活動を展開して来ました。また、本学がものづくり
の伝統のある大学であり、産業の盛んな地域にキャ
ンパスが位置することも無関係ではないと思います。
　私の研究室では「実践」を標榜しております。地
域・社会と連携しながら、これからの「人間のための
空間」を学生の皆さんと共に実践的な活動を通して
考えて行きたいと思います。

武藤 隆 准教授 工学部 建築学科

中島貴光 講師 工学部 建築学科

　読者の皆様、（恐らく）はじめまして、本年度（2010
年度）より情報学部情報システム学科に着任を致し
ました柘植覚です。A棟8階の研究室にて、まだまだ
解らない事も多いながら、教育・研究に日々 努力をし
ております。皆様に少しでも私を知って頂きたく、非常
に簡単ではございますが自己紹介を書かせて頂きま
す。本年度より、生まれの地である愛知県名古屋市
に四国の徳島から戻ってきました。研究分野は「音」
特に「音声・音楽」を取り扱って研究を進めておりま

す。音声の分野では、音声認識、話者認識の研究を
行い、音声によりコンピュータが操作できれば人とコン
ピュータの壁を少しでも取り除け、人に優しいコン
ピュータができるのではないかと思い研究を進めてい
ます。また、音楽の分野では、従来のタイトルや歌手
名ではなく、気分などの感性による音楽検索を目指し
研究を進めています。最後となってしまいましたが、卒
業生の皆様にはますますのご活躍、未来の新入生の
皆様には一緒に研究ができることを願っております。柘植 覚 准教授 情報学部 情報システム学科

　　　　　　　　　情報ネットワーク専攻

　本年度より情報システム学科に着任いたしま
した不破勝彦です。Ａ棟8階に居ります。制御工
学とりわけ外乱抑制制御に関して、理論から応
用まで一貫して研究を行なっております。制御と
いうと、聞き慣れない皆さんも多いかと思います
が、たとえば機械やロボットなどを自分の思い通り
に動かすための方策なのです。でも、この「思い
通りに動かす」は言うは容易いのですが、いざ行
なってみようとするとこれが結構難しい場合が多

いのです。その原因の一つに外乱の存在があり
ます。外乱は、環境の変化や機器の劣化・経年
変化など予期できないような特性をもつことがほ
とんどであり、一般には機器に悪影響を与えてし
まいます。そこで、できるだけ外乱を取り除き、本
来の制御ができる土台作りを行なうことがこの研
究の目的であります。若い皆さんの豊かな想像
力と鋭角的な分析力がなければこの研究は成
就いたしません。一緒に制御をやりませんか。不破勝彦 准教授 情報学部 情報システム学科

　　　　　　　　　　コンピュータサイエンス専攻

　初めまして、並木浩一です。大同大学に着任
するまでに編集者、プランナー、執筆者として20年
超の活動歴があり、この３月まではダイヤモンド社
編集委員の傍ら都内の専門職大学院で、広報
論の講義を担当していました。雑誌編集長の経
験が２誌、広告企画部長であったこともあり、実務
と理論の両面から、広報・広告を含めたメディア論
分野全般を守備範囲としています。現在は『文章
技法』などの講義を担当しています。実務の経験

がある私の役割は「メディア表現手段の習得」を
導くことと心得ています。本学のメディアデザイン
教育で実践したいのは「いつでも広告や出版など
マスコミの現場で働き得る能力をもった学生」の
育成です。そのために『メディアリテラシー』と呼ば
れる「情報の読み書き」のスキルを育てる教育を
日々 心がけています。ひとりひとりの学生が最終的
にどんな進路を選ぶにせよ、身についた技能と知
識が役に立つ日が、いずれくるはずです。並木浩一 教授 情報学部 情報デザイン学科

　　　　　　　　　メディアデザイン専攻

　大同大学にお世話になる前は、日立製作所にて
プロダクトデザインや事業の企画、そしてブランドマ
ネジメントの仕事に携わってきました。プロダクトデ
ザインでは、電化製品、情報機器、そして鉄道車両
などのデザインを担当し、事業企画ではネットを活
用した新サービスの企画をおこない、ブランドマネ
ジメントでは戦略立案と実行に関わってきました。こ
れらの仕事はいずれも創造力が成果を大きく左右
するもので、創造力が十分に発揮できれば独創性

や質の高い成果を生み出すことができましたし、反
対であればひどい結果を招いてしまいました。
　創造力は天性のものだと捉えられがちです。し
かし、私は学習や訓練で必ず伸ばすことができる
チカラだと思っています。
　次代を担う学生にこの創造力の面白さや楽しさ
を実感してもらうとともに、学習、訓練を通じてその
チカラを高めてもらい、このチカラを駆使しデザイン
の醍醐味を実感してもらえればと思っています。

　映像の世界に興味を持ち始めたのは大学生の
頃。カメラマンになりたいと思った。始まりはテレビ報
道の世界からでした。ニュースの現場で飛び回って
いた二十代。テレビの創世記を作り上げてきた先輩
たちから多くのことを学びました。職人としての心構
え、レンズを向けるときの気持ち、報道としての使命。
報道カメラマンとしての経験が、今の自分の基礎を
作ってくれました。
　三十代、CＭの世界へ。最初に撮ったＣＭはもう思

い出せません。しかし、撮影現場で手が震えていたこ
とは何故か良く覚えています。かなりの小心者です。
　四十代、市井の人々の小さな挑戦に光を当てられ
ないか、ドキュメンタリーを撮り始めた。名も知れぬ
人々の物語を紡ぎあげる。人は触れ合って育ち、助
け合って生きていることを実感した。
　五十代、クリエイティブにゴールはない。改めてそう
思う。そして映像作品の持つ力と楽しさを皆にも伝え
たい。

横井健二 教授 情報学部 情報デザイン学科
　　　　　　　　　プロダクトデザイン専攻

杉本幸雄 准教授 情報学部 情報デザイン学科
　　　　　　　　　　メディアデザイン専攻

　春から大同大学に赴任しました、竹村です。かお
りデザイン専攻も私と同じく、今年度設置された新し
い専攻ですので、新鮮な気持ちで取組んでいま
す。私が専門に扱うのは、主に人とにおいとの関
係、すなわち人のにおいに対する心理・生理反応
です。においは、未だ人が感じる強さや良し悪しを
機器で判断するのが困難な分野で、そのため、人
が直接においを判断して、よい香りを作ったり悪い
においを抑えたりすることがほとんど。一方で、人は

鼻だけではなく、目・耳・舌・肌など多くの感覚器官を
同時に働かせて過ごしているので、においのみなら
ず、人を取り巻くいろいろな環境やもの（場合によっ
ては心理的な錯覚まで）がにおいの感じ方に及ぼ
す影響も知らねばなりません。「においの不思議」は
「人の不思議」。学生の皆さんにも、家の中、買い物
先、旅行先などで、身近な問題意識を感じて、この
「不思議」に対して関心や疑問を持ってもらえるよう
に、工夫していきたいと考え、取組んでいます。竹村明久 講師 情報学部 情報デザイン学科

　　　　　　　　  かおりデザイン専攻

３６年ぶりの「浦島太郎」
　私はこの３月まで京都の高校で理科を教えて
いました。もともと名古屋生まれで、３６年ぶりの帰
郷になります。もちろん、その間たびたび帰省はし
ていたのですが、いざ腰を落ち着かせるとなると、
あらためて「浦島」度を感じるところがあります。
　その一つが家の周囲から田んぼがなくなった
ことです。出身小学校の校歌に「青田の向こうの
青い山」という一節があるほどでした。この田ん

ぼとその周りで、夏はザリガニやフナ釣り、秋は下
校時に干しワラで基地ごっこ、冬は霜柱を踏み
踏み登校…、今考えると、そういったことが私の
理科教育の原点になっていたような気がします。
　名古屋を離れている間、私は多くの「宝」を高
校生たちからもらいました。この宝箱の中身は決
して煙ではありません、光り輝く宝石です。今、こ
のふたを少しずつ開けながら教壇に立っている
ところです。久田晴生 教授 教養部 教職教室


